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[1] f(x)はR上の実数値微分可能関数で，f(x)も f ′(x)もR上可積分であるとする．こ

のとき， lim
n→∞

∫
R

f(x) sin nx dxを求めよ．

[2] f(x)をR上の有界可測関数，g(x)をR上の可積分関数とする．実数 tに対し，F (t) =∫
R

f(x + t)g(x) dxとおく．この F (t)は tの連続関数であることを示せ．

[3] 実数 tに対し，f(t) =
∫
R

e−x2
e−ixt dx と定める．この f(t)はR上実解析的であるこ

とを示せ．

解答は別紙に書いて下さい．解答用紙の裏面を使用してもけっこうです．


